
ゼロ災 Challenge!2017 実施結果概要 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

 業種 

管轄署別 労働者規模別 

金沢 小松 七尾 穴水 合計 ～49人 50～99人 100人～ 合計 

製 造 業 17 5 9 2 33 7 4 22 33 

建 設 業 41 5 3 21 70 52 11 7 70 

運 輸 交 通 業 4 2  1 7 4 3  7 

商 業 1 1  2 4 3 1  4 

そ の 他 10 6 1 1 18 8 5 5 18 

合    計 73 19 13 27 132 74 24 34 132 

         

 業種 

管轄署別 労働者規模別 

金沢 小松 七尾 穴水 合計 ～49人 50～99人 100人～ 合計 

製 造 業 10 5 6 2 23 5 3 15 23 

建 設 業 33 5 2 13 53 37 10 6 53 

運 輸 交 通 業 3 2  1 6 4 2  6 

商 業 1   2 3 3   3 

そ の 他 8 6  1 15 6 6 3 15 

合    計 55 18 8 19 100 55 21 24 100 
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第3四半期より16.8％減少。 

1 参加事業場数 

2 達成事業場数 

3 労働災害発生件数減少への効果 

（1）平成29年四半期別被災者数（平成30年1月末速報値） 
（人） 

達成率 75.8％ 

16.8％ 

（1～3月） （4～6月） （7～9月） （10～12月） 



 

  

（2）対前年増減（事故の型別、平成30年1月末速報値） 

（2）平成29年四半期別被災者数（50歳以上）（平成30年1月末速報値） 

【参考：平成29労働災害発生状況（平成30年1月末速報値）】 

（1）対前年増減（業種別） 

H29は対前年同時期比 135人増

（14.1％増）と大幅増加。 

多くの業種で増加しているが、特

に製造業、建設業、運輸交通業等

の工業的業種で増加。 
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墜落・転落、転倒が大きく増加。 

はさまれ・巻き込まれや崩壊・倒

壊が増加したことが製造業の労

働災害増加につながっていると

思われる。 

（1～3月） （4～6月） （7～9月） （10～12月） 

※「ゼロ災 Challenge！2017」は高
年齢労働者の労働災害防止対策を

重点取組事項としており、参加事

業場は必ず高年齢労働者対策に取

り組むこととしていた。 



 

 

 

 

 

４ アンケート結果の概要（回収率58.3％） 

（1）「ゼロ災 Challenge！2017」への参加について 
参加してよかった…97.4％、参加しない方がよかった…0％、どちらとも言えない…2.6％ 

（2）事業場の労働災害防止への効果について 

  効果があった…85.7％、効果がなかった…0％、どちらとも言えない…11.7％、無回答…2.6％ 

（3）次年度の参加について 

  開催されれば参加したい…93.5％、参加しない…0％、どちらとも言えない…6.5％  

（4）参加事業場からのコメント（抜粋） 

 ・ポスターの掲示や朝礼での注意喚起は、安全意識の高揚につながったと思う。 

 ・自発的な改善や安全性向上につながった。 

 ・作業環境を見直す良いきっかけとなった。 

 ・県域全体で石川労働局が推進する事業に参加するだけで社員一人ひとりの意識が確実に高まる。 

   

※その他多数のコメントあり。 


